
申請日：　　年　月　日

（一社）エコーネットコンソーシアム 行

ECHONET IoTマスター制度　教育機関　認定申請書


　ECHONET IoTマスター制度に関わるECHONET2.0技術セミナーの実施及び、ECHONET IoT MASTERの人材育成の実施に関して、教育機関として認定を受けたいので、下記のとおり申請いたします。


申請者
	会社名
	

	住　所
	〒


	法人代表者
(役職・氏名)
	
印(社印)　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　(連絡先)
	会社名
	

	住　所
	〒


	所属･役職
	


	氏名(ふりがな)
	

	E-mail
	

	TEL
	
	FAX
	




記


　申請に当たっては、下記項目について適合若しくは合意したものとし、エビデンスの添付が必要な項目については、内容を証明できる書類を添付すること。

(1) 会社全体概要
	No.
	項　目
	適合/合意
	エビデンス

	1

	事業の概要、IoT・ソフトウェア関連教育事業の実績、財務の状況等を記載したもの。
	
	必要


(2) 要員
	No.
	項　目
	適合/合意
	エビデンス

	2
	教育機関の講師は必要な専門的判断をし、遂行する職務に関して適格であること。
	
	－

	3
	教育機関の講師の氏名を書面によりエコーネットコンソーシアムに登録すること。
	
	必要



(3) 秘密保持
	No.
	項　目
	適合/合意
	エビデンス

	4
	教育機関は、教育の過程で得られる情報に対して機密を保護する適切な取り決めを持つこと。
	
	―



(4) 下請負契約
	No.
	項　目
	適合/合意
	エビデンス

	5
	教育機関は、スキル認定の判定に関する業務を外部の機関または個人に下請負契約してはならない。
	
	―



(5) 審査の記録・保管
	No.
	項　目
	適合/合意
	エビデンス

	6
	教育機関は、スキル認定の判定結果を証明できるよう審査の記録を作成すること。
	
	―

	7
	教育機関は、スキル認定の判定に関わる書類、審査の記録等の一連の文書をセミナーの終了時から最短で5年間保存すること。
	
	―



(6) スキル認定の判定
	No.
	項　目
	適合/合意
	エビデンス

	8
	教育機関は、スキル認定の判定時にはその内容を速やかにコンソーシアムに報告し、ECHONET IoT MASTER認定シリアル番号の付与を受けること。
	
	―



(7) 異議申立て
	No.
	項　目
	適合/合意
	エビデンス

	9
	教育機関は、ECHONET IoT MASTR認定に関する申請者またはエコーネットコンソーシアムからの異議申し立て、苦情等に対して適切に処理すること。
	
	―



(8) 定期監査
	No.
	項　目
	合意/適合
	エビデンス

	10
	教育機関は、本内容が正しく運用されているか1年毎に1回内部監査を行い、その結果を書面でエコーネットコンソーシアムに報告すること。
	
	―



(9) 認証費用
	No.
	項　目
	合意/適合
	エビデンス

	11

	教育機関は、妥当性のある範囲でECHONET2.0技術セミナー受講に関わる費用を自ら設定し、公開すること。
	
	－




(10)その他、特記事項
	No.
	項　目
	エビデンス

	12

	(特筆すべき事項があれば、下記へ記載のこと。自由記述。)



	任意



(注) なお、添付書類については必要に応じ、一覧表(書類タイトル、記載ページなど)を添付し、対照し易くすること。
以上

-------------------------------- 以下、コンソーシアム使用欄 -------------------------------------- 


	受理番号
	
	受理日
	　　　年　　月　　日

	会員種別
	
	入会日
	　　　年　　月　　日

	記　　事
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